
2 年 地理探究（文系） 探究力問題 

 

＜測りたい探究力＞ 

□課題発見力 □課題解決力 □批判的思考力 ☑多面的分析力  

＜問題＞ 

架空の国「ノルデリア共和国」の工業に関する問題に答えよ。 

「ノルデリア共和国」は、ユーラシア大陸北部に位置する中規模国家である。人口は約 2,500 万人。鉄鉱

石やレアアースなどの地下資源が豊富で、近年は IT 産業の育成にも力を入れている。一方で、国土の

70％が山地で、交通網の整備が課題となっている。政府は工業発展のため、以下の A～C の３地域に産業

クラスターを形成しようとしている。 

 

ChatGPT で作成 

問１ 政府は鉄鋼業をどの地域に集中させるべきか、A・B・C のいずれかを選び、そう判断した理由につい

て地理的条件をもとに説明せよ。 

問２ 政府は国際競争力の高い IT 産業を育てるため、C 地域に企業誘致を進める方針を出した。メリットと

デメリットをそれぞれ述べたうえで、あなたが推奨する政策を提案せよ。 

 

＜採点基準＞ 

問 1 地域の選択:1 点 2 地理的条件を踏まえた立地論の説明: 3 点 3 条件と選択地域との整合性:１点  

(例・A 地域) 鉄鋼業は鉄鉱石などの重量原料を大量に扱うため 1 鉄鉱石産地に近い A 地域に立地すること

で輸送費を削減できる。 また、深い港湾を利用した海上輸送が可能で、 製品輸出や原料輸送の

効率が良い。 そのため、 A 地域が最も適していると考えられる。  

問２ 1 メリットの説明: 1 点 2 デメリットの説明: 1 点 3 政策の提案:3 点  

(例) C 地域には大学や研究機関が集中し、高度人材が豊富で、空港アクセスが良いというメリットがある。一

方、港湾がなく、部品輸送や国際物流に不利というデメリットがある。 これらを踏まえ、私は IT 企業の研

究開発(R&D) 機能を C 地域に誘致し、製造部門は A 地域など他地域と分担する政策を提案する。 これ

により、人的資源と交通条件の長所を生かした産業構造が実現できる。 

A 

B 

C 

・A 地域（北部沿岸） 

深い港湾を持ち、鉄鉱石の主要産地

に近い。気候は寒冷。 

・B 地域（中央平野） 

農業が盛んで人口が多い。地理的に

国内の交通結節点となっている。 

・C 地域（南部高原） 

大学や研究機関が集まり、IT 人材が

豊富。空港があるが港湾はない。 



3 年 地理探究（理系） 探究力問題 

 

＜測りたい探究力＞ 

□課題発見力 □課題解決力 □批判的思考力 ☑多面的分析力 

＜問題＞ 

植民地時代に宗主国が引いた恣意的な国境線は、現代の民族紛争の歴史的起点とされる。しかし、紛争

が長期化・激化する背景には、独立後の政権や外部の多国籍企業による資源（石油・鉱物・水など）の排他

的な分配と支配が強く関わっているという批判がある。 これら二つの要因を比較し、「植民地の国境線」と

「独立後の資源分配の不公平」のうち、現代の民族紛争をより深く、持続的に駆動させている要因はどちら

か。その理由を、支配構造の持続性という視点を含めて 150 字程度で論述せよ。 

＜採点基準＞  

1 問いに対して、「資源分配の不公平」または「植民地の国境線」のどちらか一方を、論旨に一貫した形で明確

に主張できている。・・・３点 

2 主張を裏付ける理由として、単なる事実の羅列ではなく、**「現代の支配構造の持続性」という問題文の指定

された視点を組み込み、論理的な妥当性をもって説明できている。特に、「再生産」や「構造的欠陥」**などの

概念を使用しているか。・・・４点 

3 表現が簡潔かつ論理的で、主語・述語が明確である。地理用語を適切に使用している。字数がおおむね 140

字から 160 字の範囲内に収まっている。・・・３点 

 

３年２学期 地理探究（文系） 

＜測りたい探究力＞ 

□課題発見力 □課題解決力 □批判的思考力 ☑多面的分析力 

＜問題＞図７の 2018年のデータでは、オーストラリア、ニュージーランドともに Dへの輸出比率

が非常に高くなっている。この特定国への輸出集中は、経済的な利益をもたらす一方で、国際的な

緊張や貿易摩擦が発生した場合、両国の経済に深刻なリスクをもたらす。オーストラリアとニュー

ジーランドが、中国への過度な依存から脱却しつつ、自国の経済を持続可能かつ強靭にするため

に、今後どのような新たな市場や経済分野に注力すべきか。具体的な地理的アプローチや産業多角

化の戦略を提案しなさい。 

＜解答例＞オーストラリアとニュージーランドは、中国依存を減らすため、ASEAN・インド・EUな

どの新興国・先進国市場への輸出拡大を図るべきである。また、再生可能エネルギー、グリーン水

素、観光、教育産業、ITサービスなど非資源分野を強化し、産業の多角化を進めることで、地政学

的リスクに強い経済基盤を構築できる。 

 



2 年・世界史探究 

問  アッバース朝がイスラーム帝国と言われるのはなぜか。その理由を以下の資料中の「アラブ的

支配」の内容に言及しつつ次の語句を用いて説明しなさい。【 ジズヤ  マワーリー 】       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問  次の資料は地図中 C の王朝の君主が 10 世紀前半に各地に送った書簡である。C の王朝の君主

がこの書簡を送る原因となった 10 世紀前半の出来事について、C の王朝および同時代のイス

ラーム王朝の名称を明らかにしながら、説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

…ウマイヤ朝が混乱を収拾し、安定した時代を作り出したことは疑いを入れないであろう。

それは共同体のコンセンサスに基づく統治が不可能な時代に対応するものであった。……そ

れは一言でいえば、都市国家から帝国への変容であり、ウマイヤ朝はまさに帝国的な支配を

可能ならしめるものであった。その特徴として、4 つの重要なポイントをあげることができ

る。それは、宗教の共存の実現、アラブ的支配、征服事業の継続、国家機構の整備である。 

 完全な権利を有するのにもっともふさわしく、……神に与えられた恩寵を身にまとうのに最

も適している者、それは我らである。……我らは以下のように決めた。我らに対する呼びかけ

はアミール＝アルムウミニーン(注１)とすべきこと、そして……我らに届く書簡も、同様にす

るべきこと。なぜなら、我ら以外にこの名で呼ばれている者どもはすべて不当にそれらを名乗

っているのであり、その名を侵害しているのであり、……我らに当然帰すべきものを放置して

おくことは、我らの権利を失うことであり、ゆるぎないこの称号を失墜させてしまうことであ

る……。 

(注 1) 信徒たちの長、つまりカリフのこと 


